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【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 飯田　啓介

福岡県バスケットボール協会

全九州大会Bパート１回戦、大分県４位の藤蔭対宮崎県３位の日章学園との対戦、藤蔭のスターティングメンバ―
は、＃6、＃7、＃9、＃11、＃12、日章学園のスターティングメンバ―は、＃4、＃6、＃10、＃11、＃13で試合開始。第
1Q両チームともハーフコートのマンツーマンディフェンス。序盤、日章は＃4の3ptsやミドルシュート、アシストによって
得点を重ねる。対する藤蔭は＃9の3ptsやオフェンスリバウンドからのシュートで得点するが、日章のディフェンスに
苦戦する。日章はその後もスクリーンを効果的に利用したオフェンスなどで得点を重ね、27-13の日章リードで第1Q
終了。第2Q、藤蔭は＃6のミドルシュートや＃9のゴール下などで対抗するが、日章は堅い守りからの速攻や＃4の
シュート、アシストなどで着実にリードを広げていく。スコアが42-19となった前半残り5分で流れを断ち切ろうと藤蔭が
タイムアウトをとり、その後は両チーム得点を重ね、55-30の日章リードで前半を終えた。第3Q序盤、藤蔭が＃9の
3ptsやローポストで得点すれば、日章は＃4がこの試合6本目の3ptsを決めるなど点の取り合いに。お互いに１つず
つタイムアウトを取り合ったあと、残り4分弱のところで日章はディフェンスをオールコートマンツーに切り替え、引き離
しにかかるが、藤蔭も相手のチームファウルから得たフリースローなどで得点し、75-53で第3Qを終えた。第4Q、藤
蔭は＃12、＃9のオフェンスリバウンド、ポストプレイなどゴール下からのシュートを中心に攻めていく。残り2分30秒、
桐蔭はオールコートディフェンスでプレッシャーをかけ、点差を縮めようと試みるが、日章も相手のディフェンスを巧み
にかわし、主導権を渡さない。最終スコア93-68で試合終了、日章学園が勝利した。お互いに激しいディフェンスでぶ
つかり合う、見ごたえのあるゲームであった。
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主審 甲木 善徳

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡女子高等学校

日時 平成31年3月23日

副審 籾井　宏一

(土) 9:00

コート Hコート 第1試合

カテゴリー 女子 1回戦
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